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磯焼け対策シリ ーズ① 海藻を食べる魚たち一生態、から利用まで-

動物や小fむなどを食べて生活しているが，中には成長につれ
て海部や海草も食べるようになる魚がいる。これら食物に海
部や海草が含まれる雑食性の魚類は植食性魚類と呼ばれる。
近年，全国各地で海藻や海草の群落である説場が衰退してお
り，南日本を中心に，その原因のーっと考えられているのが
植食性魚類で‘ある。
なぜ，近年になって植食性魚類が日本の説場を衰退させる
ようになってきたのか。外国でも起きているのか。どんな暮
らしをしているのか。うまく獲る方法はないのか。彼らの食
害から説場を守る方法はないのか。そもそもおいしく食べら
れないのか。尽きぬ疑問を胸に抱き，今，全国各地の様々な
研究者が植食性魚類の対策に取り組んでいる。
本書は，平成 16年度から始まった水産庁緊急磯焼け対策
モデル事業の成果をも とに，植食性魚類の生態，漁獲，利用，
誌場の保設方法などの最新情報を解説している。執筆者は，
生担割l京の!古主をはじめ とし，民間企業， 地方自治体，大学，
独立行政法入試験研究機関さらに水産庁の役職員までと， と
ても幅広い顔ぶれである。このことに現れているように，本
書は，広域に及ぶこの問題が小手先の技1;1すだけで解決できる
ものではないことを知らせ， 1人でも多くの人々にいろいろ
な立場から対策等を考えていただく契機とすることを意図し
ている。
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究者にとって，本書は，沿岸の海域環境の変化を把握しつつ
海藻や海草の生態を解明してゆく上で，極めて重要な一冊で
ある。主な主主立ては以下の通り。
1. 植食性魚類とは?
2.  2005 年の全国アンケート調査から
3. 魚によ る各地の藻場衰退の現状
4. 植食性魚類の生態を探る
5. 植食性魚類を躍る
6. 植食住1:魚類を食べる
7. 魚の磯焼けは回復するか

( 独立行政法人水産総合研究センター 寺脇利信)
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二十余年にわたる調査で集積された標本資料に基づく「大分
海務誌」ともいうべき著者溜身の書。緑藻( アオサ謀) 67極，
褐蔀 109樋，主1:説 257種，黄藻 (黄緑藻) 1極，海草( 海産極
子植物) 3極の計 433種を記録，うち分類学 ・生物地JJII学上興
味深い 70極についてカラー写真を掲載している。その同定には『南
紀生物』主宰で知られた故山本虎夫氏をはじめ，吉田忠生氏，増
田道夫氏， 智氏， 川旧栄男氏， 山岸ー幸正氏， 15場将ilij!i氏ら
当代屈指の専門家の尽力があったとのことで，単なる地方誌にと
どまらない世界標準の目録となっている。大分県における海藻相
研究史や海況・地名も詳説され，大分県への採集旅行に必腕。(編)
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